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第２回校区別協議会代表者会議 議事概要【仁多地域 質疑等・各校区の状況等共有】 

 

日 時：令和３年７月２９日（木） １９：００～２０：４０ 

場 所：カルチャープラザ仁多農事研修室 

参加者：校区別協議会代表者１５名、町・教育委員会５名 

 

１．本日の提供資料 

・第１回代表者会議以降に各校区からいただいた意見、要望一覧 

・通学方法検討資料（7/26現在） 

・仁多地域統合小学校（仮称）建設候補地の取扱について 

・前倒し統合を希望される場合の取扱について 

・当面のスケジュール（7/26現在） 

 

２．町から各校区への説明、お願い 

資料「第２回校区別協議会代表者会議【町から各校区への説明，お願い】議事概要」

をご参照ください。 

 

３．質疑等 

発言者 発言内容 

三沢小校区 小学校再編について校区間で意見がばらけた場合に、同意した校区だけ

で再編をするのでしょうか。 

統合小学校の新校舎と仮設校舎は、同意した校区のみの規模になるので

しょうか。 

再編の意向確認前に、統合小学校建設候補地の意向確認が先になってい

ますが、再編に同意しなくても建設候補地は同意という場合でも意見がま

とまったとして進めるのでしょうか。 

教育委員会 小学校再編について校区間で意見がばらけた場合は、同意いただいた校

区で新小学校の立ち上げについて話を進めさせていただきます。 

学校の規模についても同意いただいた学校の児童数から算出される学

級数に基づいて整備を考えています。 

仮設校舎は、三成小学校の仮設校舎となるため、三成小学校の規模で整

備します。例えば全校区が前倒し統合する場合は対応ができませんが、学

校の規模によっては対応できる学校もあると考えています。 

建設候補地の意向については、１０月の段階で再編に同意しないことが

明確であれば、その校区の意見は含めずに対応を考えます。 

亀嵩小校区 スクールバスについての教育委員会の説明は、バスの購入や運転手の人

件費の予算がないと聞こえます。子どもに対して使うお金なので誰も反対

しないと思います。もう一度検討していただきたいと思います。 



2 

 

運転手についても、開校まで年数があるため確保する方法はあると思う

ため、再考していただきたいと考えます。 

教育委員会 今回お示ししたたたき台の部分については少なくとも確保して、引き続

き改善できるところを継続して検討させていただきたいと考えています。 

阿井小校区 スクールバスについて亀嵩小校区の意見はもっともだと思います。学校

の建設についても周りに家が少ないから建てられないという発想はわか

りません。お金がないとしか聞こえません。 

再編を数地区辞退されたら残りでやるという発想は信じられません。候

補地も反対があったら変えるかもしれないということも、これほど大きな

問題であればあってはならないことだと思います。再編に強い意志をもっ

て、そのためには予算がいくらかかってもやるというような気持ちが伝わ

ってこないと、賛成をすることは難しいと思います。 

三沢小校区 統合という大きな議題について、引っ張っていく人が熱い情熱をもって

訴えるべきではないでしょうか。 

総合教育会議は教育行政の最終決定機関だと思っています。総合教育会

議で示されたことはほぼ決定であるべきで、我々は従うべきだと認識して

います。そのため、意見を吸い上げて最後に総合教育会議で決定するべき

ではないでしょうか。 

強い意志をもって方向付けをお願いしたいと思います。 

教育委員会 総合教育会議は町の教育行政の最高決定機関であるため、町としては、

仁多地域１校、横田地域１校、場所としては、現三成小学校の場所、現横

田小学校校舎を使うとお示ししています。 

各地区の意見の吸い上げについては、平成２９年度に教育委員会からお

話しした際に、誤解をされたり、不信感を持たれたところもあると考えて

います。 

実際の教育環境については、基本方針として、子どもたちが子どもたち

の中で学べる学校を１学級２０名という基準で教育を行っていきたいと

考えています。 

スクールバスついては、ご意見のとおり予算を全部確保して考えていく

べきと考えています。現実問題としては、お金の面よりも人の確保が難し

いと思っていますので、複数台のスクールバスを確保して利便性を確保で

きないかと考えています。 

布勢小校区 通学バスのサポートについて、他市町村ではどのような事例があるでし

ょうか。 

教育委員会 奥出雲町の状況と似たような再編をすでにされた美保関町の学校の取

り組みを松江市教育委員会に確認しました。スクールバスはなく、コミュ

ニティバスで定時路線を運行されており、そのバスで登校をされています

が、教育委員会ではサポートを置いていないということでした。 
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布勢小学校

区 

他地域の現状を踏まえて、教育委員会としては一定期間はサポートを置

いて、その後はサポート無しでも大丈夫という見解ということでしょう

か。 

教育委員会 斐伊川沿いの上津小学校では、大津側から登校のみバス通学をしていま

したが、出雲市でサポートは置いていないと聞いています。 

今年からは一畑電鉄を使って通学をしている学校がありますが、そこに

ついてもサポートは特に聞いていません。 

今後地域の方にぜひご協力をお願いしたいことがあります。登校時には

町内でも多くのボランティアの方に見守っていただいていますが、都市部

では下校時にも見守りをボランティアとしてされているところがありま

す。ご協力をいただければ通学ボランティアという方法もあると考えてい

ます。 

また、中学生と小学生が一緒人乗ることも想定しており、譲り合いなど

は学校での教育上の指導として行っていくべきだと考えています。 

三成小校区 新統合小学校の建設候補地は理解できますが、構図や配置を出していた

だければ、イメージが付きやすいと思います。可能であれば早く提供して

いただきたいと思います。 

体育館については、子どもたちには良い環境で教育を受けさせたいと考

えていますので、体育館の建て直しも検討していただきたいです。 

毎年のように豪雨災害がありますが、そのようなことも含めて安全なバ

スの乗降場も構図として出していただきたいと思います。 

教育委員会 体育館は現在の施設を利用していくことが町の方針ですが、今後の協議

の中で検討の余地はあると考えています。 

建設候補地のレイアウトについては、再編に参加する校区で学校の規模

が変わるため、最終的な案を出すことができない状況です。全校区で再編

した場合の規模は検討しており、バス通学になるため、乗降場も含めた上

で検討しているため、そのレイアウトについては今後お示ししたいと考え

ています。 

三成小校区 スクールバスについては、地域柄、都会と比べて交通網もなく、幼児園

では車で通うことが前提になっています。マイカー通学を認めていただけ

ると、不安がなくなる保護者もいると思います。 

今でも大雪や大雨の時に親が判断して連れて行っていいのか迷う時が

あります。 

教育委員会 まずは町として通学手段を確保したいと考えています。そのうえで、保

護者のみなさんからマイカー通学についてご意見をいただければ、選択肢

に含めて検討していく余地はあると考えています。 

現状でも子どもさんの事情によっては車で登下校されているところも

町内であります。通常と違う通学方法は事故があった時の保障の対象外と
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なることから、学校として推奨はできませんが、全くできないということ

はありません。 

高尾小校区 仁多地域統合小学校建設候補地について、１校区でも反対があれば再編

が伸びてしまうということでしょうか。 

仮設校舎の運用に制限が出るというのは、具体的にどういったことでし

ょうか。 

統合小学校のレイアウトについては、具体的な説明の場は設定されるの

でしょうか。 

もし再編が伸びた場合に、三成小学校の児童は仮設校舎に移るのと現在

の三成小学校の校舎とどちらがいいのでしょうか。 

仮設校舎の場所は、現三成小学校の敷地内かそれ以外かの案はあるでし

ょうか。 

前倒し統合については、最短で令和５年度に統合する場合には今年の９

月までに校区で意向表明とありますが、この時点で統合の意向を決定しな

ければならないでしょうか。 

教育委員会 同意が１校区でもない場合は、現敷地での建設を再度検討しなければな

らないため、国への補助金の申請手続きの関係で令和７年４月までの対応

が困難になると判断しています。 

仮設校舎については、現三成小学校敷地内に仮設校舎を建てると、建設

自体が難しくなると判断しているため、現敷地ではないところに仮設校舎

を建設するほうが良いと考えています。ただし、仮設校舎は耐震上問題の

ある部分への建設としているため、再編が遅れる場合には、耐震上問題の

ない部分はそのまま利用する形になると考えています。 

仮設校舎は耐震上問題のある部分の対応をして安全上の問題はクリア

できるため、使用期間が若干伸びでも、仮設校舎で問題ないと考えていま

す。 

前倒し統合に係る意向については、教職員人事異動の県教育委員会への

報告の関係で、９月末までに意向をお伝えいただきたいと考えています。 

高尾小校区 具体的な案を示していただかないと、再編の意向は判断できないと思い

ます。具体的な説明をしていただく場を設けていただきたいと思います。 

 

４．各校区の状況等共有 

三沢小校区 保護者の方と地域の代表の方で話を進めています。 

三沢小学校がなくなることについては、抵抗があると考えていますが、

３月には結論を出さなければなりませんので、保護者さんの意見を最も尊

重して最終的な落としどころへ持って行きたいと考えています。 

町の再編への熱量が感じられない。統合して新しい学校へ行くには、新

しい夢や希望のようなものがあれば保護者のみなさんも積極的になると
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思います。 

町からの熱い思いを聞かせていただいて、気持ちよくみんなで新しい学

校へ行けたらと思います。 

 


